
昭
和
電
機

　
昭
和
電
機
は
地
球
環
境
保
護
の
た
め
、
世
界
の
電

力
需
要
の

％
を
占
め
る
モ
ー
タ
ー
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
と
送
風
機
の
高
効
率
化
に
力
を
注
い
で
い
る
。

同
社
の
高
効
率
電
動
送
風
機
は
Ｉ
Ｅ
３
規
格

Ｉ
Ｅ

１

標
準
効
率
、
Ｉ
Ｅ
２

高
効
率
、
Ｉ
Ｅ
３

プ

レ
ミ
ア
ム
効
率

に
合
っ
た
モ
ー
タ
ー
に
最
適
な
送

風
機
を
組
み
合
わ
せ
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
計

１
・

５

、
２
・
２

は
Ｉ
Ｅ
２

。
従
来
機
と
取

り
合
い
寸
法
が
同
じ
で
取
り
換
え
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
る
。
低
騒
音
、
大
風
量
の
Ａ
Ｈ
タ
イ
プ
、
選
定
範

囲
の
広
い
Ｋ
Ｓ
Ｂ
タ
イ
プ
、
小
風
量
、
高
圧
の
Ｕ
タ

イ
プ
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。
２
０
１
２
年
４
月
に
は
１

・
５

、
２
・
２

に
お
い
て
も
Ｉ
Ｅ
３
へ
切

り
替
わ
る
予
定
だ
。

　
現
在
、
国
際
規
格
で
は
モ
ー
タ
ー
の
効
率
基
準
値

Ｉ
Ｅ
コ
ー
ド
が
制
定
さ
れ
、
世
界
中
で
Ｉ
Ｅ
２
以
上

の
効
率
を
求
め
る
法
制
化
が
進
ん
で
い
る
。

ク
ラ
ボ
ウ

　
ク
ラ
ボ
ウ
は
高
気
密
・
高
断
熱
住
宅
を
実
現
す
る

ウ
レ
タ
ン
ス
プ
レ
ー
断
熱
シ
ス
テ
ム
「
ソ
フ
テ
ィ
セ

ル
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
を
提
供
す
る
。
施
工
現
場
で
ポ
リ
ウ
レ

タ
ン
原
液
を
直
接
ス
プ
レ
ー
し
、
発
泡
さ
せ
る
こ
と

で
隙
間
無
く
断
熱
施
工
で
き
る
。
従
来
の
繊
維
系
断

熱
材
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系
断
熱
ボ
ー
ド
な
ど
の
よ
う

に
寸
法
誤
差
や
経
年
劣
化
に
よ
る
す
き
間
な
ど
が
生

じ
な
い
。
ま
た
、
細
か
く
狭
い
場
所
に
も
施
工
で
き

る
た
め
、
高
い
気
密
性
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
。
同

社
独
自
調
査
で
は
一
般
的
な
断
熱
材
で
あ
る
グ
ラ
ス

ウ
ー
ル
と
比
べ
室
温
は
、
冬
場
だ
と
約
２
度
高
く
な

り
、
エ
ア
コ
ン
電
力
量
も
約

％
削
減
し
た
。

　
ま
た
、
柔
軟
性
の
高
い
連
続
気
泡
の
内
部
で
音
が

分
散
す
る
た
め
、
吸
音
性
も
高
く
快
適
な
室
内
環
境

を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
原
料
は
ノ
ン
フ
ロ
ン
、

ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
フ
リ
ー
の
た
め
環
境
面
で
も
優

れ
て
い
る
。

ヒ
ロ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ

　
ヒ
ロ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ヴ
の
「
Ｐ
タ
ッ
ク
・
ス
モ
ー

ク
フ
ィ
ル
ム
」
は
、
水
に
ぬ
ら
す
だ
け
で
簡
単
に
ガ

ラ
ス
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
貼
っ
た
り
剥
が
し
た
り
で

き
る
着
色
粘
着
フ
ィ
ル
ム
。
住
宅
や
車
両
の
窓
ガ
ラ

ス
に
貼
れ
ば
冬
の
室
内
保
温
や
夏
の
西
日
対
策
に
役

立
つ
。
同
社
協
力
業
者
事
務
所
窓
で
昨
夏
と
今
夏
の

節
電
実
証
比
較
実
験
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
貼
ら
な
い

場
合
に
比
べ
て
電
気
代
が
２
割
強
減
っ
た
。

　
同
フ
ィ
ル
ム
は
厚
さ
０
・

で
ポ
リ
塩
化
ビ

ニ
ー
ル
を
ベ
ー
ス
と
し
、
独
自
の
配
合
で
自
己
粘
着

性
に
加
え
耐
震
飛
散
防
止
性
能
や
自
己
消
火
性
を
持

た
せ
た
。
グ
レ
ー
な
ど
暗
色
顔
料
を
配
合
す
る
こ
と

で
紫
外
線

Ｕ
Ｖ

％
カ
ッ
ト
お
よ
び
遮
光
機
能

も
付
加
し
て
い
る
。
化
学
物
質
評
価
研
究
機
構
の
分

析
に
よ
り
熱
伝
導
率
は
０
・
１
４
２
で
保
温
や
遮
温

に
役
立
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
冬
の
節
電
需
要
に

向
け
積
極
的
に
販
売
展
開
し
て
い
く
方
針
だ
。

電
力
危
機
へ
万
全
の
備
え
冬
の
節
電
対
策

上條さん

骨
折
リ
ス
ク
を
低
減

骨
粗
し
ょ
う
症
治
療
薬
「
テ
リ
ボ
ン
」

ＮｅｗＦａｃｅ新薬登場
旭化成ファーマ

　
旭
化
成
フ
ァ
ー
マ

東

京
都
千
代
田
区
、
浅
野
敏

雄
社
長
、
０
３
・
３
２
９

６
・
３
６
０
０

は
、
骨

粗
し
ょ
う
症
治
療
薬
「
テ

リ
ボ
ン
」

一
般
名
テ
リ

パ
ラ
チ
ド
酢
酸
塩

を
発

売
し
た
。
従
来
の
骨
粗
し

ょ
う
症
治
療
薬
と
違
い
、

新
し
い
骨
の
形
成
を
促
進

で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
骨

の
中
の
微
細
な
構
造
を
再

構
築
し
て
強
度
を
高
め
、

新
た
に
骨
折
を
起
こ
す
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
。
高
齢

者
で
す
で
に
骨
折
歴
が
あ

る
な
ど
、
骨
折
リ
ス
ク
が

高
い
患
者
が
対
象
と
な

る
。

　
骨
粗
し
ょ
う
症
は
、
骨

の
新
陳
代
謝
の
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
骨
の
量
が
減

り
、
骨
が
脆
く
折
れ
や
す

も
ろ

く
な
っ
た
り
腰
や
背
中
に

痛
み
が
で
る
。
国
内
で
は

潜
在
患
者
を
含
め
１
１
０

０
万
人
以
上
の
患
者
が
い

る
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
高
齢
化
に
と
も
な

い
患
者
数
は
増
加
す
る
と

み
ら
れ
る
。
日
本
人
の

歳
以
上
の
女
性
で
は
約
５

人
に
１
人
が
股
の
付
け
根

大
腿
骨
近
位
部

を
骨

た
い

だ
い

折
し
、
脊
椎
の
場
合
は

％
が
骨
折
す
る
と
い
う
デ

ー
タ
も
あ
る
。
苦
痛
を
と

も
な
う
ほ
か
、
高
齢
者
の

骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因

と
も
な
り
、
寿
命
や
患
者

の
生
活
の
質

Ｑ
Ｏ
Ｌ

に
も
悪
影
響
を
与
え
る
。

　
テ
リ
ボ
ン
は
、
週
１
回

投
与
タ
イ
プ
の
皮
下
注
射

剤
。
高
い
骨
折
抑
制
効
果

を
持
つ
。
旭
化
成
が
成
分

を
開
発
し
た
。
日
本
人
に

合
わ
せ
て
開
発
さ
れ
、
臨

床
試
験

治
験

も
日
本

人
を
対
象
に
行
っ
て
い

る
。
な
お
、
継
続
投
与
す

る
と
骨
量
を
減
少
さ
せ
る

な
ど
複
雑
な
メ
カ
ニ
ズ
ム

の
た
め
、
効
果
や
安
全
性

の
確
認
に
時
間
を
か
け
、

開
発
に
は

年
近
く
の
期

間
が
か
か
っ
て
い
る
。
　

　
日
本
人
を
対
象
と
し
た

試
験
で
は
投
与
開
始
か
ら

週
間
で
偽
薬
と
比
べ

・
６
％
の
骨
折
抑
制
効
果

を
発
揮
し
た
。
ほ
か
の
薬

剤
と
比
べ
て
も
骨
折
予
防

効
果
が
大
き
い
。
骨
粗
し

ょ
う
症
治
療
薬
は
、
既
存

薬
も
数
多
い
。
そ
の
中

で
、
週
１
回
投
与
型
と
い

う
こ
と
と
、
骨
形
成
促
進

の
機
能
を
持
つ
点
を
前
面

に
打
ち
出
し
た
い
と
い

う
。

　
今
後
、
テ
リ
ボ
ン
を
経

皮
投
与
型
に
し
て
よ
り
利

用
し
や
す
く
す
る
よ
う
、

開
発
を
続
け
る
。
ピ
ー
ク

時
に
年
間
１
０
０
億
円
の

売
り
上
げ
を
計
画
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
も
視
野

に
入
れ
て
お
り
、
今
後
現

地
で
の
治
験
も
検
討
す

る
。

太
陽
光
発
電
間
近
に

伊藤忠、小学生の社会科校外授業
　
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
太
陽
光
発
電
に

興
味
津
々
―
。
伊
藤
忠
商
事
は
東
京

都
港
区
立
青
山
小
学
校
の
６
年
生

人
を
東
京
本
社

東
京
都
港
区

に

招
き
、
社
会
科
校
外
授
業

写
真

を
実
施
し
た
。
本
社
ビ
ル
の
屋
上
に

設
置
し
た
太
陽
光
発
電
を
見
学
し
た

ほ
か
、
海
外
で
の
植
林
活
動
の
取
り

組
み
を
聴
講
。
都
心
で
は
な
か
な
か

間
近
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
発
電

設
備
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

　
社
会
科
校
外
授
業
は
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
毎
年
受
け
入
れ
て
い
る

も
の
で
、
最
近
で
は
環
境
学
習
を
テ

ー
マ
に
し
て
い
る
。
今
回
は
太
陽
光

発
電
設
備
の
見
学
を
授
業
メ
ニ
ュ
ー

に
新
た
に
加
え
た
。

　
Ｃ
Ｓ
Ｒ
・
地
球
環
境
室
の
木
島
直

人
室
長
は
「
地
元
小
学
校
の
環
境
学

習
を
は
じ
め
、
地
域
に
役
立
つ
取
り

組
み
を
今
後
も
強
化
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
省
エ
ネ
事
業
現
地
企
業
株
％
取
得
三
菱
商
事

　
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

東
京
都
千
代
田
区
、
奥
本
英
宏

社
長
、
０
３
・
３
２
１
１
・
６
０
０
０

は
、
米
サ
ク
セ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー
ズ
な
ど
と
提

携
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
海
外
進
出
の
支
援
事
業
を
始
め
る
。
米
国
と
香
港
の
人
材
関

連
企
業
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
連
携
し
、
現
地
で
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
採
用
、
人
材

育
成
に
関
す
る
研
修
な
ど
を
海
外
に
拠
点
を
持
つ
企
業
や
、
海
外
進
出
を
計
画
す
る
企

業
に
提
供
す
る
。
海
外
進
出
支
援
事
業
の
売
り
上
げ
は
現
在
は
全
体
の
約
０
・
２
％
だ

が
「
５
年
後
に
は

％
に
伸
ば
す
」

奥
本
社
長

考
え
だ
。

中小の海外進出支援
リ
ク
ル
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
米
・
香
港
社
と
研
修
事
業

Ａ
Ｎ
Ａ
、
子
会
社
を
吸
収
業
務
集
約
、
経
営
の
効
率
化
来
年
４
月

　　 ２０１１年 平成２３年 １１月２８日 月曜日 　　 （ ）

ベ
ト
ナ
ム
と
発
展

　
▽

「
多

く
の
ベ
ト
ナ

ム
の
皆
さ
ま

に
当
社
の
ビ

ー
ル
の
お
い

し
さ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
宣
言
す
る
の
は
サ

ッ
ポ
ロ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

Ｈ
Ｄ

社
長
の
上
條
努
さ

ん
。

日
に
待
望
の
ベ
ト
ナ

ム
・
ロ
ン
ア
ン
工
場
が
完
成

し
た
。

　
▽

こ
の
工
場
を
「
環
太

平
洋
地
域
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド

を
展
開
す
る
う
え
で
最
重
要

生
産
拠
点
」
と
位
置
づ
け
て

い
る
。
生
産
す
る
品
目
は
国

内
の
「
サ
ッ
ポ
ロ
生
ビ
ー
ル

黒
ラ
ベ
ル
」
に
あ
た
る
商
品

だ
。

　
▽

こ
れ
を
ベ
ト
ナ
ム
で

は
「
プ
レ
ミ
ア
ム
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
定
着
さ
せ
る
」
と
い

う
。
そ
の
た
め
に
も
「
体
制

を
強
化
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
方

々
と
共
に
発
展
、
飛
躍
し
て

い
き
た
い
」
と
気
を
引
き
締

め
る
。

キ
ッ
チ
ン
な
ど
に

省
エ
ネ
機
能
追
加

ヤ
マ
ハ
リ
ビ
ン
グ

テ
ッ
ク
が
新
ブ
ラ
ン
ド

　
【
浜
松
】
ヤ
マ
ハ
リ
ビ
ン

グ
テ
ッ
ク

浜
松
市
西
区
、

森
定
保
夫
社
長
、
０
５
３
・

４
８
５
・
１
２
０
１

は
、

新
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｌ
Ａ

Ｓ

ト
ク
ラ
ス
、写
真
」
を

設
定
、
第
１
弾
と
し
て
キ
ッ

チ
ン
と
バ
ス
ル
ー
ム
を
２
０

１
２
年
２
月
２
日
に
発
売
す

る
。
既
存
モ
デ
ル
の
デ
ザ
イ

ン
を
刷
新
し
、
新
機
能
を
追

加
し
た
。
価
格
は
キ
ッ
チ
ン

が

万
５
４
７
５
円
か
ら
、

バ
ス
が

万
８
１
０
０
円
か

ら
と
既
存
モ
デ
ル
と
同
等
。

　
キ
ッ
チ
ン
は
扉
の
色
を
従

来
比
４
・
６
倍
の
１
１
４
色

に
増
や
し
た
。
さ
ら
に
カ
ウ

ン
タ
ー
と
壁
の
接
ぎ
目
を
な

く
し
、
掃
除
し
や
す
い
。
フ

ー
ド
形
状
の
工
夫
な
ど
で
換

気
扇
の
消
費
電
力
も
従
来
比

半
分
の

に
し
た
。

　
バ
ス
ル
ー
ム
は
設
計
の
工

夫
で
、
深
さ

％
で
の
湯
張

り
量
が
従
来
比
５
％
減
の
１

７
０

と
、
業
界
ト
ッ
プ
級

の
節
湯
性
能
を
実
現
し
た
。

い
ず
れ
も
一
戸
建
て
の
新
築

・
リ
フ
ォ
ー
ム
向
け
。
新
ブ

ラ
ン
ド
の
投
入
で
、

年
３

月
期
売
上
高
は

年
３
月
期

見
込
み
比
６
％
増
の
４
３
０

億
円
を
目
指
す
。

　
三
菱
商
事
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
参

画
す
る
。
現
地
の
不
動
産
会

社
ア
ヤ
ラ
・
ラ
ン
ド
の
１
０

０
％
出
資
子
会
社
フ
ィ
ル
エ

ナ
ジ
ー
の
株
式

％
を
取
得

す
る
こ
と
に
合
意
。
フ
ィ
ル

エ
ナ
ジ
ー
は
２
０
１
２
年
３

月
に
マ
ニ
ラ
首
都
圏
で
地
域

冷
暖
房
事
業
を
開
始
す
る
予

定
。
日
本
で
培
っ
た
省
エ
ネ

事
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
料
金
の
高
騰
で

成
長
が
見
込
め
る
現
地
の
省

エ
ネ
需
要
を
取
り
込
む
。

　
地
域
冷
暖
房
事
業
は
、
大

規
模
な
冷
熱
設
備
か
ら
複
数

の
建
物
に
冷
暖
房
に
使
う
冷

水
・
温
水
・
蒸
気
を
供
給
す

る
事
業
。
建
物
各
自
が
設
備

を
保
有
す
る
場
合
に
比
べ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
削
減

で
き
る
ほ
か
、
冷
熱
設
備
の

設
置
費
用
を
抑
え
ら
れ
る
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
国
内
総
生

産

Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
５
％

以
上
の
高
い
経
済
成
長
を
遂

げ
て
い
る
中
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。
発
電
設
備
の

増
強
が
進
め
ら
れ
る
一
方
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
法
案
の

制
定
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
港
湾
タ
ー

ミ
ナ
ル
事
業
会
社

丸
紅
が
完
全

子
会
社
化

　
丸
紅
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
港
湾

タ
ー
ミ
ナ
ル
事
業
会
社
テ
ル

ロ
グ
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

サ
ン

タ
カ
タ
リ
ー
ナ
州

を
完
全

子
会
社
化
し
た
。
こ
れ
ま
で

・
５
％
を
出
資
し
て
い
た

が
、
株
式
を
追
加
取
得
し
、

１
０
０
％
子
会
社
に
し
た
。

取
得
額
は
非
公
表
。
完
全
子

会
社
化
を
踏
ま
え
、
ブ
ラ
ジ

ル
国
内
で
の
集
荷
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
す
る
ほ
か
、
港

湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
を
進

め
、
調
達
力
と
供
給
力
を
強

化
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
産
穀
物

取
り
扱
い
増
を
通
じ
て
、
２

０
１
２
年
度
の
穀
物
取
扱
高

で

年
度
比
５
０
０
万

増

の
２
５
０
０
万

を
目
指

す
。

　
丸
紅
は

年
に
テ
ル
ロ
グ

の
株
式

・
５
％
を
取
得
。

近
年
の
ア
ジ
ア
で
の
穀
物
需

要
の
増
加
に
対
し
、
生
産
量

・
輸
出
量
の
拡
大
余
地
の
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
供
給
力

拡
充
が
必
要
と
判
断
。
完
全

子
会
社
化
に
踏
み
切
っ
た
。

染
料
販
売
な
ど
繊

維
関
連
事
業
統
合

長
瀬
産
業
と

オ
ー

ジ
ー

　
長
瀬
産
業
と
オ
ー
・
ジ
ー

大
阪
市
淀
川
区

は
染
料

販
売
な
ど
の
繊
維
関
連
事
業

を
統
合
す
る
。
長
瀬
産
業
１

０
０
％
子
会
社
の
長
瀬
カ
ラ

ー
ケ
ミ
カ
ル

同
西
区

と

オ
ー
・
ジ
ー
の
色
材
事
業
を

統
合
し
、
共
同
出
資
会
社
を

発
足
さ
せ
る
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
中
国

で
の
染
料
関
連
商
品
の
販
売

な
ど
を
手
が
け
る
共
同
出
資

会
社
オ
ー
・
エ
ヌ
・
コ
ラ
ボ

同
淀
川
区

を
吸
収
合
併

す
る
。
事
業
統
合
に
よ
り
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
し
た
世
界

市
場
で
の
事
業
拡
大
を
狙

う
。

　
新
会
社
の
「
オ
ー
・
ジ
ー

長
瀬
カ
ラ
ー
ケ
ミ
カ
ル
」

大
阪
市
西
区

は
資
本
金

１
億
円
で
、
両
社
が
折
半
出

資
す
る
。
代
表
者
は
未
定
。

２
０
１
２
年
４
月
に
業
務
を

開
始
し
、

年
度
の
売
上
高

で
約
２
３
０
億
円
を
目
指

す
。

　
長
瀬
産
業
と
オ
ー
・
ジ
ー

は
以
前
か
ら
協
業
を
進
め
て

い
て
、

年
に
繊
維
関
連
事

業
で
共
同
物
流
を
開
始
し

た
。

年
に
は
オ
ー
・
エ
ヌ

・
コ
ラ
ボ
を
設
立
し
、
中
国

で
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

　
米
サ
ク
セ
ス
フ
ァ
ク
タ
ー

ズ
や
米
ア
ペ
リ
ア
ン
グ
ロ
ー

バ
ル
、
香
港
の
ギ
フ
ト
な
ど

と
と
も
に
、
人
材
に
関
す
る

デ
ー
タ
ベ
ー
ス

Ｄ
Ｂ

を

構
築
し
た
り
、
研
修
事
業
な

ど
の
販
売
、
運
営
で
協
力
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
自
社
サ

ー
ビ
ス
の
拡
販
に
つ
な
げ

る
。
新
た
な
提
携
先
に
つ
い

て
も
東
ア
ジ
ア
を
中
心
に
今

後
探
る
。

　
４
月
に
発
足
し
た
グ
ロ
ー

バ
ル
推
進
部
が
中
心
に
な
っ

て
企
画
、
販
売
す
る
。

月

に
は
初
の
海
外
で
の
現
地
採

用
と
し
て
、
中
国
か
ら
２
人

を
新
卒
で
採
用
し
た
。
自
社

社
員
の
海
外
出
張
の
機
会
を

増
や
す
な
ど
し
て
グ
ロ
ー
バ

ル
化
に
対
応
で
き
る
知
識
や

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
人
材
を
充

実
さ
せ
る
。

　
同
社
は
リ
ク
ル
ー
ト

東

京
都
千
代
田
区

の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
、
企
業
の
採
用
や

人
材
育
成
な
ど
に
関
す
る
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
を
手

が
け
る
。
５
年
前
に
企
業
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
援
を
始
め

た
。
今
年
は
人
材
や
組
織
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
相

談
件
数
が
、
昨
年
の
３
倍
の

ペ
ー
ス
で
寄
せ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
。
２
０
１
１
年
３
月

期
の
売
上
高
は
１
４
７
億
９

６
０
０
万
円
。

　
全
日
本
空
輸

Ａ
Ｎ
Ａ

は
１
０
０
％
子
会
社
の
エ
ア

ー
ニ
ッ
ポ
ン

Ａ
Ｎ
Ｋ
、
東

京
都
港
区

と
２
０
１
２
年

４
月
１
日
に
合
併
す
る
。
両

社
で
重
複
す
る
業
務
や
機
能

を
集
約
し
て
、
経
営
の
効
率

化
を
狙
う
。

　
Ａ
Ｎ
Ａ
を
存
続
会
社
と
す

る
吸
収
合
併
方
式
で
、
Ａ
Ｎ

Ｋ
は
解
散
す
る
。
Ａ
Ｎ
Ｋ
は

Ａ
Ｎ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
地
方
路

線
を
主
に
運
航
し
て
お
り
、

売
上
高
は

年
３
月
期
で
２

９
３
億
円
、
経
常
損
益
は
４

億
円
の
赤
字
。
Ａ
Ｎ
Ｋ
は
Ａ

Ｎ
Ａ
に
と
っ
て
１
０
０
％
子

会
社
の
連
結
対
象
で
あ
る
た

め
合
併
に
よ
る
Ａ
Ｎ
Ａ
の
業

績
へ
の
影
響
は
軽
微
。
Ａ
Ｎ

Ｋ
の
従
業
員
の
待
遇
は
Ａ
Ｎ

Ａ
本
体
に
合
わ
せ
る
考
え
。

　
今
回
の
合
併
に
よ
り
、
両

社
の
機
材
や
乗
務
員
を
一
体

で
運
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
生
産
性
の
向
上
が
図
れ

る
。
Ａ
Ｎ
Ｋ
が
持
つ
中
型
機

を
地
方
路
線
か
ら
国
際
線
に

シ
フ
ト
す
る
こ
と
で
、
今
後

の
成
長
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
国

際
線
の
拡
充
を
進
め
る
。


